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特 集

企画編集  河野雄平
高血圧薬物療法を見直す－降圧薬の単剤，併用，配合剤－

3 1  高血圧薬物療法のすすめ方‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥島田和幸

10 2  降圧薬のエビデンス：カルシウム拮抗薬‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 長谷部直幸 他

20 3  降圧薬のエビデンス：ARBとACE阻害薬‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小室一成 他

46 6  降圧薬併用療法のエビデンス‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 石光俊彦 他

30 4  降圧薬のエビデンス：利尿薬とアルドステロン拮抗薬‥ ‥ 植田真一郎

56 7  ARBと利尿薬の配合剤　　　　　　　　　　　　　　　　　 
～その開発の経緯と高血圧治療における現在の位置づけ～‥ ‥ 大屋祐輔 他

71 9  降圧薬は単剤併用か配合剤か‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥齊藤郁夫

83 11  高血圧の時間治療‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 今井　潤 他

36 5  降圧薬のエビデンス：β遮断薬とα遮断薬‥ ‥‥‥‥‥‥‥ 苅尾七臣 他

65 8  ARBとカルシウム拮抗薬の配合剤‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 檜垣實男 他

75 10  降圧薬の多剤併用とポリピル‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 河野雄平 他

95 12   治療抵抗性高血圧への対処‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 梅村　敏 他

2 特集にあたって‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥河野雄平
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